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∞ 1+ (1− 1+ 8kex / k1/2 ) / (4kex / k1/2 ){ } 1( )
で表される 4)。kexは励起光強度より計算される励起レートである。ΦUC∞ は励起光強度を増
大させた場合の極限値（試料の限界UC量子収率）である。k1/2はΦUC∞ の半分となるΦUCを
与える kexの値であり，kexが小さい程，低い励起光強度で高い UC 収率が得られることを
意味している。式(1)は実験結果から得られたUC量子収率の強度依存性をよく再現した（図
5）。これからDPAと sDPAを含む試料のΦUC∞ はそれぞれ 10 %と 20 %、k1/2は 7 μM/s，3 μM/s
と求まった。この結果はΦUC
∞ , k1/2とも sDPA溶液の方が高い UC量子収率を与え得ること
が分かり，低強度でも高い UC量子収率が得られることを示している。このようにΦUC∞ と
k1/2を用いて異なる試料の特性を励起光強度の指定なしに比較することができる。 
sDPA, DPA におけるΦUC∞ の違いの原因を調べた結果，TTA 過程における一重項生成割合
φTTA (sDPA 24%, DPA 12%)に起因していることが明らかになった。この割合はスピン統計か
ら 11.1%が上限とも言われているが，両方ともそれを越える値が観測された。講演ではア
ルキル鎖の炭素数の異なる sDPA異性体を用いた場合の結果も含めて議論する予定である。 
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図 4  LED光励起による DPA, sDPA 
の UC発光スペクトル 
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